
 

 

水俣病の体験に学ぶ 

2023年 5月 13日（土）   14時~16時半 

 

今も続く被害者の苦難と、加害構造 

 

 

 

 

 

 

 

   講  師       小笹恵（水俣病患者）・ 実川悠太（水俣フォーラム） 

会 場       京都市中京区河原町三条上ル カトリック河原町教会地下ヴィリオンホール 

主催・問合せ・お申込み    京都教区カトリック正義と平和協議会 【入場無料】 

 075-366-6609  075-366-66779 

 seiheikyo@kyoto.catholic.jp 

正平協学習会 

この事件の発生に気付いて以来早や 60年を越え、今では世界中で「環境被害のシンボル」と受け取られる

ようになりました。しかし未だ決して過去の出来事とは言えません。今日に至っても補償・救済を受けられない

被害者が 1000人単位で存在するからです。また、原因物質「メチル水銀」による健康への悪影響が危惧

される状況が今なお全地球的に存在し、更に、福島に見られるようなこの事件と同様の加害構造による被

害が続発しているからです。患者自身による苦難の体験と、今日につながる加害構造への思索から、この事

件を考えます。 

 


